
２／１４（水）の行事 【道庁プレスリリース】

報道発表資料の配付日時 ２月 ６日（火）１５時００分

発 表 項 目 令和５年度（2023年度）北海道原子力防災訓練（要素訓練）

（ 行 事 名 ） 外国人観光客等避難誘導訓練の実施について

記者レクチャー (実施日時) 発 表 者

の お 知 ら せ 発表場所

標記訓練を次のとおり実施いたしますのでお知らせします。

概 要

１ 訓練の目的

原子力災害時において、外国人観光客等の避難が円滑に行われるよう、

国際交流団体や宿泊施設等との連携のもと、地域住民や日本人観光客へ

の対応とともに外国人への多言語による情報伝達や避難誘導等を行う訓

練を実施し、緊急時の対応手順の確認や防災対策に関する理解促進を図る。

２ 訓練実施日時

令和６年（2024年）２月14日（水）９：50～12：00

３ 実施場所

蘭越町交流促進センター幽泉閣、昆布活性化センター

４ 参加機関等

道、蘭越町、蘭越町交流促進センター幽泉閣、

(公社)北海道国際交流・協力総合センター、北海道電力(株)

５ 主な訓練内容（別紙「実施計画」を参照。）

（１）蘭越町と宿泊施設の通信連絡

（２）宿泊施設における観光客への情報伝達及び避難誘導

（３）避難所開設及び情報伝達

参 考

報 道 ( 取 材 ) 訓練の円滑な進行・実施のため、別紙「報道取材について」に記載の

に 当 た っ て 事項について、ご理解とご協力をお願いいたします。

の お 願 い

他 の ク ラ ブ 同 時 配 付 (場所) 後志総合振興局

と の 関 係 同 時 レ ク

担 当 総務部危機対策局原子力安全対策課 （担当者：課長補佐 池畠 義仁）

（ 連 絡 先 ） ＴＥＬ 011-231-4111 ダイヤルイン 011-206-6758（内線22-854）



令和５年度（2023 年度）北海道原子力防災訓練（要素訓練） 
外国人観光客等避難誘導訓練に係る報道取材について 

 
 訓練の円滑な進行・実施のため、次の事項について、ご理解・ご協力をお願いします。 

 

１ 留意事項 

○ 報道関係者(記者、カメラマン等)は、自社の腕章を必ず着用してください。 

○ 取材に当たっては、現地係員の指示に従ってください。 

○ 訓練会場周辺の駐車について、一般の方も利用することから、別紙１（報道機関駐車

場・取材エリア）を事前に確認していただき、取材車両は「報道・視察者・関係者駐車

場」に駐車するとともに、現地係員の指示に従ってください。なお、駐車場には限りが

ありますので、ご了承願います。 

○ 訓練運営及び事故防止の観点から、次の事項はご遠慮ください。 

・ 訓練中の訓練参加者（住民、要員等）に対する取材 

・ 別紙１の「取材エリア」の外での取材 

・ 車道や駐車場での取材 

○ 昆布活性化センターは土足禁止です。スリッパを用意しますのでご利用ください。 

○ 訓練会場における主な訓練の動きは次のとおりです。 

時間(見込み) 場 所 訓練の動き 

09:50 頃～ 蘭越町交流促進ｾﾝﾀｰ幽泉閣 ・宿泊客への情報伝達 

10:10 頃～ 蘭越町交流促進ｾﾝﾀｰ幽泉閣 

昆布活性化ｾﾝﾀｰ 

・宿泊客を避難誘導 

・避難所受付、案内、状況説明 

10:50 頃 昆布活性化ｾﾝﾀｰ ・WEB 会議による相談対応 

11:40 頃 昆布活性化ｾﾝﾀｰ ・安定ヨウ素剤の説明 

 

２ 取材の事前申込み 

○ 取材の事前申し込みをお願いします。２月９日（金）12:00 までに、別紙２（報道

取材等申込票）を原子力安全対策課に提出してください。 

 

３ 訓練内容に関するお問合せについて 

○ 訓練内容に関し不明点や確認事項がある場合には、以下までお問い合わせください。 

 

 

 

【連絡先】原子力安全対策課 課⾧補佐 池畠 （ﾀﾞｲﾔﾙｲﾝ）011-206-6758 

                      （携  帯）011-585-6261 



４ 訓練の中止等について 

○ 災害の発生又は災害が発生するおそれがある場合等は、訓練の中止又は一部変更を

する場合があります。  

○ 訓練の中止等を決定した場合は速やかに関係機関にお知らせします。（訓練前日は 

17:00 頃、当日は 8:30 頃を目途にお知らせします。） 

   ※ 道政記者クラブ:中止等の場合は、資料配付又は一斉 FAX でお知らせします。 

  ※ 後志総合振興局:中止等の場合は、FAX でお知らせします。 

※ 中止の場合は、道のホームページにも掲載します。 



目 的

原子力災害時において、外国人観光客等の避難が円滑に行われるよう、国際交流団体や宿
泊施設等との連携のもと、地域住民や日本人観光客への対応とともに外国人観光客への多言
語による情報伝達や避難誘導等を行う訓練を実施し、緊急時の対応手順の確認や防災対策に
関する理解促進を図る。

時 期 令和６年２月14日（水）
９時50分～12時00分 場 所

・宿泊施設：蘭越町交流促進センター幽泉閣
（蘭越町昆布町114-5）

・避難所：昆布活性化センター
（蘭越町昆布町114-4）

主 要
訓 練
項 目

（１）蘭越町と宿泊施設の通信連絡、
宿泊施設における宿泊客に対する
情報伝達・避難誘導

（２）避難所開設・運営
※多言語（日・英など）により対応する。

編 成
北海道、蘭越町、蘭越町交流促進センター幽泉閣、
(公社)北海道国際交流・協力総合センター
（HIECC）、北海道電力(株)

実 施
概 要

外国人観光客等避難誘導訓練実施計画

1

時間 訓練内容

9：50
・地震に伴う避難所の開設
・宿泊施設における宿泊客への情報伝達
・宿泊施設から避難所への多言語による避難誘導

10：10 ・避難所における受付及び状況説明

10：50 ・原子力災害に関する情報伝達
・WEB会議を利用した多言語による相談対応

11：40 ・安定ヨウ素剤の緊急配布説明

12：00 ・訓練終了



報道機関駐車場
・

取材エリア

1

別紙１



報道機関駐車場

2画像©2024 Airbus、Maxar Technologies、Planet.com、地図データ©2024 Google



取材エリア（幽泉閣）①

Ａ－宿泊客に対する情報伝達（会議室）

※通常営業日であり、一般利用者がいることから、
視察・報道取材は、「会議室での情報伝達」と、
「避難所への誘導（出入口の外）」を対象とします。

【訓練内容】
・蘭越町と宿泊施設の通信連絡
・宿泊客に対する情報伝達
・避難所への誘導

3

２階

１階

出入口
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出

入

口

取材エリア

施設職員

Ａ－宿泊客に対する情報伝達（会議室）

宿泊客

取材エリア（幽泉閣）②



Ｄ－個別相談対応（外国語）（ロビー）

Ｂ－受付・避難所案内（ホール）

Ｃ－災害状況等の説明

取材エリア（昆布活性化センター）①

【訓練内容】
・避難所の開設（※設営は事前に実施）
・観光客及び地域住民に対する受付・避難所案内
・災害状況等の説明及び個別相談対応
・安定ヨウ素剤の服用に係る説明

5

出入口

Ｅ－安定ヨウ素剤の説明

Ｄ－個別相談対応（日本語）
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取材エリア（昆布活性化センター）②
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町職員

取材エリア

Ｂ－受付・避難所案内（ホール）

避難者

Ｅ－安定ヨウ素剤の説明

Ｃ－災害状況等の説明

Ｄ－個別相談対応（日本語）
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町職員

Ｄ－個別相談対応（外国語）（ロビー）
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取材エリア（昆布活性化センター）③



別紙２

市町村名

蘭越町 人

蘭越町 人

報道取材等申込票

台

　※「車両のナンバー」は、複数車両を予定されている場合は、全ての車両のナンバーを記入してください。

北海道総務部危機対策局原子力安全対策課　行　（FAX番号：０１１－２３２－１１０１）

令和５年度北海道原子力防災訓練（外国人観光客等避難誘導訓練）

車両台数

蘭越町交流促進センター幽泉閣

取材場所

場所
取材予定人数

　　【連絡責任者】

所属・氏名

昆布活性化センター

電話番号

FAX

車両のナンバー

報道機関名


